
決算書等の作成について 
有限会社シンシステムデザイン 

1. 概要 

社会福祉法人会計基準では次のような決算書類が求められています。 
これらの書類は、部門区分と場所を選択すると作成できます。 
 
下記の機能は 更新日 2016 年 5 月 13日 より適用できます。 
 
様式名 内容 区分名の選択 場所 

1 号の 1 様式 法人全体の資金収支計算書 合計 決算書⇒印刷 

1 号の 2 様式 法人全体の資金収支内訳表 合計 内訳表⇒印刷 

 1 号の 3 様式 事業ごとの資金収支内訳表 事業区分 

1 号の 4 様式 拠点ごとの資金収支計算書 拠点区分 決算書⇒印刷 

 2 号の 1 様式 法人全体の事業活動計算書 合計 

2 号の 2 様式 法人全体の事業活動内訳表 合計 内訳表⇒印刷 

2 号の 3 様式 事業ごとの事業活動内訳表 事業区分 

2 号の 4 様式 拠点ごとの事業活動計算書 拠点区分 決算書⇒印刷 

3 号の 1 様式 法人全体の貸借対照表 合計 

3 号の 2 様式 法人全体の貸借対照表内訳表 合計 内訳表⇒印刷 

3 号の 3 様式 事業ごとの貸借対照表内訳表 事業区分 

3 号の 4 様式 拠点ごとの貸借対照表 拠点区分 決算書⇒印刷 

別紙 1 基本財産及び固定資産の明細書 固定資産台帳より出力 

別紙 2 引当金明細書  決算書⇒明細表 

別紙 3 拠点ごとの資金収支明細書（内訳） 拠点区分 内訳表⇒印刷 

別紙 4 拠点ごとの事業活動明細書（内訳） 拠点区分 

別紙 5 財産目録 合計 決算書⇒明細表 

 

決算書⇒注記 

別紙①～⑩ 明細書 どこでも 

決算注記 決算書の注記 合計及び拠点 

 
内訳表(2)について 

 らくらく会計の内訳表は、すべての部門を表示させて会計基準に基づく内訳表を作成する

ようにしていましたが、これとは別に“内訳表(2)”を用意しました。“内訳表(2)”では、部

門集計をする各階層（法人全体とか拠点区分など）で必要な部門のみを画面表示できるよう

にしています。必要に応じて使い分けてください。 
 
  



2. 第１号、第２号、第３号の 1様式（決算書） 

合計を選択 ⇒ 決算書 ⇒ 印刷 
次の各ボタンを押してください。 

 
 

3. 第１号、第２号、第 3号の 4様式（決算書） 

拠点区分を選択 ⇒ 決算書 ⇒ 印刷 
印刷ボタンを押して、第１号から 3 号までの 4 様式はこのボタンを押してください。 

  
 

4. 第１号、第２号、第３号の 2様式（内訳表） 

合計を選択 ⇒ 内訳表、内訳表(2) ⇒ 印刷 
 
第１号から 3 号までの２様式はこのボタンを押してください。 

 
 



5. 第１号、第２号、第３号の 3様式（内訳表） 

拠点区分を選択 ⇒ 内訳表、内訳表(2) ⇒ 印刷 
第１号から 3 号までの 3 様式はこのボタンを押してください。 

 

6. 別表３、４（〇〇拠点区分の明細書）及び別表⑪～⑲ 

拠点区分を選択 ⇒ 内訳表、内訳表(2) ⇒ 印刷 

 

 

7. 別表⑤（財産目録） 

合計 ⇒ 決算書 ⇒ 財産目録 
次のような画面になります。行の挿入は、挿入したいところの一つ下にカーソルポインタを

置いて、「＋」を押して行間を開けて注記を書いてください。 

  



8. 別表①～⑩の明細書及び別紙２ 

部門選択 ⇒ 決算書 ⇒ 付属明細表 
注）どの部門を選んでも構いません。 
次のような選択ボタンがでます。詳細は後で説明します。 

 
 
各画面の共通説明 

 このような画面が出ますので、該当する項目にデータを入力してください。 
 区分は番号を入れてください。 
 ブルーの項目は、クリックして▼を押すとプルダウンの選択画面がでます。 

 
 表示される順は ID 順になりますので、ID は 10 番刻みで入れると後で、行の挿入が出来

ます。 
 おもな編集ボタンを 

＋ 行の挿入 
－ 行の削除 
✔ 書込み（このボタンが黒くなっていたら押してください） 
 

 
  



別表① 借入金明細書 

 

 
 
 
別表② 寄付金収入明細書 

 
 
 
別表③ 補助金収入明細書 

 
 
別表④ 繰入金明細書 

 
 
別表⑤ 貸付金（借入金）明細書 

 



別表⑥ 基本金明細書 

 
補足 
会計基準の例では、拠点区分が横に配列していますが、らくらく会計では、印刷用紙や事業

規模の大きさの違いなどを考えて縦に表示するようにしています。 
 
別表⑦ 国庫補助金等特別積立金明細書 

 
 
別表⑧ 積立金・積立資産明細書 

 

別表⑨ サービス区分繰入金明細書 

 



別表⑩ サービス区分貸付金（借入金）明細書 

 

 
別表２ 引当金明細書 

 
 

9. 決算書の注記 

合計の部門を選んで、決算書のボタンを押してください。 
決算書注記のボタンを押してください。 

 
 

 ワードが起動して、サンプル文書が表示されるので、これを編集して印刷してください。 
 上書きして保存すると、次年度以降も引き続き編集しながら使用できます。 

 
補足 
 新会計基準では、注記の説明事項が多くなりましたので、従来のメモ帳文書からワード文

書に変更しました。 
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